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（5）さあ、始めようSDGs！
奴間　伸茂＊

持続可能な社会の実現を目指すSDGs

*　塗料塗装技術研究所　代表

1. はじめに
　2021年夏季号から１年間、「持続可能な社会の実現
を目指すSDGs」というテーマで執筆の機会をいただ
いた。
2021年夏季号；
「（1）まずはSDGsを知り尽くそう《SDGs保存版》」
2021年秋季号；
「（2）ビジネスを持続可能にするSDGsを！」
2022年新年号；
「（3）塗料・塗装産業分野における取組とは」
2022年春季号；
「（4）線形経済から循環経済へ
　～限りある資源の効率的な利用を～」
　今回は、「しめくくり」として、これから SDGsに
取り組もうという皆さん、あるいは始めてはみたが上
手くいっていない皆さんの手助けとなる内容とした。

2. 頼りになる先進事例を見習おう
　読者の皆さんに身近な企業の取組みを紹介する。
　日本パウダーコーティング協同組合：JAPCAの会
員である戸﨑産業株式会社は戸﨑寿人社長が先頭に
立って全社員一丸となり長年積み上げてきた専門技術
のノウハウで環境に優しいクリーン＆安全な塗装を行
い、いいものを作ろう！をスローガンに持続可能な開
発目標を設定し取り組んでいる。詳細はホームページ
を参照されたい。https://tozaki-pt.co.jp/sdgs
　参考にすべき点を紹介する。
（1）明確な目標設定
　５つの具体的な目標を設定している。

①工場不良率を低減させる
②膜厚管理を行う
①目標	 工程不良率　0.75％以下
②目標	 各商材の規定内膜厚維持

　①基準を超える産業排水を排水しない
　　〈目標〉管理値維持

リン	 14ppm以下
フッ素	 8ppm	以下
pH		 5.8 ～ 8.6

①電力CO2 の削減
　《昼休み不在時の消灯徹底》
②ガスCO2 の削減
　《無駄な運転時間の削減》

　①目標　電力CO2	13.5	t-CO2 以下（19年度平均）
　②目標　ガスCO2	76.73	t-CO2 以下（19年度平均）

　①粉体塗装の推進　VOCの排出抑制
<目標>	＊溶剤 :：粉体比率＝粉体比率70％以上
	 ＊客先への粉体塗料への提案

　①ペットボトルキャップ回収　5.6	kg⇒ 7.35	kg
　②古切手回収　12月 8日高砂市福祉へ提出
　③ベルマーク活動

（3）具体的な活動内容と定量的結果評価
　例えば粉体塗装の推進　VOCの排出抑制に関して
◆塗布効率UPの勉強会…塗布効率を上げVOC排
出抑制

◆新規案件・既存商材での粉体塗装の提案
等の活動を実践し、「塗料VOC排出量」、「溶剤型塗料・
粉体塗料の比率」の年間推移を報告している。
　是非、戸﨑産業株式会社のような意欲的な実践例
を見習い各社独自のSDGsを設定し、地道に実践して
いっていただきたい。

3. アンテナを高く掲げどん欲に情報収集を
　われわれ塗料メーカー、塗料販売会社、塗装会社、
塗装機器メーカー、原料メーカー、商社、さらには大学・
研究機関に働く者にとって忘れてはならないゴールは
“ゴール９	産業と技術革新の基盤を作ろう”である。
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強靭（レジリエント）なインフラ
構築、包摂的かつ持続可能な産業
化の促進及びイノベーションの推
進を図る

　日本パウダーコーティング協同組合発行の本誌「パ
ウダーコーティング」には毎号、貴重な技術情報、新
製品情報が掲載されている。「粉体塗装研究会セミ
ナー」も必聴の情報源である。
　一般社団法人国際工業塗装高度化推進会議：IPCO
の合同会議にはぜひ参加して欲しい。技術革新のヒン
トが得られるはずだ。
　IPCOホームページ；https://www.ipco.or.jp/
　技術者の方々に注目していただきたいのは、一般社
団法人日本塗装技術協会である。新入社員からベテラ
ンまで塗料から塗装について広く深く学ぶことが出来
る「塗装入門講座」、その道の達人による「プロフェッ
ショナルセミナー」、最新の技術成果に触れることが
出来る「塗料・塗装研究発表会」、そして年に３回開
催される講演会ではSDGs特集も組まれた。
　昨年、2021年 11月に開催された講演会のテーマは、
「コーティングにおけるSDGsの考え方とアクティブ
なアプローチを目指して～	量産ラインのスマート化
とエネルギーロス低減技術の紹介	～」であり、「コー
ティングス事業とサステナビリティ」、「エレクトロス
プレー技術を用いた高塗着効率塗布システム」、「低エ
ネルギー電子線照射装置の原理と利用例」、「排熱回収
システムを中心とした（株）SUBARU様塗装工場向
けエネルギーサービスご提供事例の紹介」など興味深
く役立つ講演がなされ、今年、2022年 6月には、「コー
ティングにおけるSDGsの考え方とアクティブなアプ
ローチを目指して（Ⅱ）～環境取り組みへの従来塗装
のヤリキリと革新技術～」と題して、「塗装前処理に
おけるCO2削減、節水技術の最新動向」、「鋼構造物
塗装における環境対応の動向と当社の取り組み」、「環
境に貢献するEB照射技術」、「持続可能な社会の実現
へ /フィルム加飾技術からのアプローチ」などSDGs
達成のヒントとなる講演がなされた。
　いずれの講座、セミナー、講演会の予稿集のバック
ナンバーは入手可能である。大いに活用していただき
たい。http://jcot.or.jp/

4. おわりに　会社の壁を越えて交流を！
　ちょうど 50年前、「化学のチカラで地球上から公害
（当時はこの言葉が使われていた）をなくしたい！」
そんな思いを胸に秘め入社した会社で与えられた
テーマは、「ハイソリッド塗料用NAD：非水分散重
合体」の開発だった。サブミクロンからナノスケール
の美しいアクリルポリマーの微粒子をふっ素樹脂で被
覆することによって高耐候性と広い設計自由度、リー
ズナブルな価格を両立することができた。明石海峡大
橋などの長大橋の上塗塗料、自動車のトップコートク
リヤーに実用化された。素材の長寿命化を実現するサ
ステナブルな塗料への応用はまだまだ続いている。

　今、私が目指しているのは“ゴール３　全ての人に
健康と福祉を”である。

あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を
促進する

　抗菌薬（抗生物質）が効かない薬剤耐性菌により、
国内で年間 8千人以上が亡くなっているとの推計を、
国立国際医療研究センター病院のグループがまとめ、
2019年 12月 5日に公表された。この調査では血液に
細菌が侵入して起きる菌血症での２種の耐性菌につい
て調べられた。耐性菌が問題になる重い感染症は肺炎
や髄膜炎など他にもあり、全体の死者数はさらに多い
とみられる。
　耐性菌は世界的な脅威になっている。米国では、年
約3万 6千人死亡していると見積もられ、対策をとら
なければ世界の死者は 2050 年に年１千万人に達する
との推計もある。
https://www.asahi.com/articles/ASMD54643	
MD5ULBJ00D.html

　因みに、新型コロナウイルスによる死者は累計で
2022年 7月 20日現在 :	6,371,489 人である。
<NHK特設サイト　新型コロナウイルス>
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/
world-data/

　抗菌・抗ウイルス作用を併せ持つ塗料の実用化・普
及が急務となっている。
　塗装会社、塗料メーカー、抗菌・抗ウイルス剤メー
カー、大学と力を合わせ実用化・普及に向けて奮闘し
ている。
　https://www.kuboitosou.co.jp/koukin

　最後に皆さんと是非とも共有したいゴールは“ゴー
ル 17　パートナーシップで目標を達成しよう”であ
る。

持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する

　今、世界中のあらゆる産業分野で人類の必達課題と
して「2050 年カーボンニュートラル」が取り組まれ
ている。しかし、その実現は実に難しい。どんなに巨
大な実力のある企業であっても一社だけでこの課題を
達成することは困難である。
　嬉しいことに、この人類共通の課題達成のために、
会社の壁を越えて技術交流を図る動きが盛んになって
いる。もちろん知財権は尊重した上で、実のあるディ
スカッションを重ねることで、互いに学びあい、業界
全体の技術レベルをアップすることが可能になる。
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　各社の得意技術を結合することで、単独では創造で
きなかった世界のライバルたちの追従を許さない新技
術が誕生することが期待される。

　どうか、読者の皆さんの会社、組織においても、会社、
組織の壁を越えて、さらに業界の壁を越えて（本田技
研工業（株）とソニーグループ（株）の提携によるモ
ビリティ事業会社設立のように）、各々のSDGs達成
を目指していただきたい。




